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ジャンル・曲調の異なる三曲を力強く見事にまとめあげた。その力量は高い評価に値する。小鼓は調子の難
しい楽器である。特に『万歳』の時は小鼓の調子も良く、軽快に美しく、自由な感性で打てていたように思
う。今後の課題としては、かけ声を鍛錬し、より響く深い声を習得してほしいと思う。これらを総合的に評
価し合格とした。 
